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論文

孫文 r建国方略』における r東鎮』と吉林省松原市のアイデンティティ

柴田揚一・石田曜

はじめに

2013年8月 17日に筆者らは、吉林省松原

市を初めて訪れた。京都大学の小島泰雄を代表

とする科研「中国東北における地域構造の変

化に関する地理学的調査研究」 Iのフィールド

調査 2のためであった。その時点で、松原市に

ついて筆者らが知っていたのは、長春市の北

西 180キロほどに位置し、人口は約 290万人

(2010年）、面積は約 2.2万平方キロ、石油資

源が豊富で吉林油田公可を中心として松花江の

南北に市街地が形成された都市、といった程度

のことであった。

そのため、翌自に松原甫規画展覧館（2012

年6月開館）を訪れ、まずは松原甫の概要を

つかむことにした。松花江の北岸に酉する同館

に到着すると、入口の前にそびえ立つモニュメ

ントが筆者らの百に飛び込んで、きた。表には次

の文字が刻まれていた

吾且名北鉄路中区，“東鎮ヘ北東鎮当

設立子搬江与松花江合流処之西甫，約距恰

爾浜之西南偏ー百英主将来必成為一最有

利益之位室。此之新鎮，不独可為鉄路系統

之中心，至当遼河、松花江間之運河成立後，

且可成為水路交通之要地。

文字の左の地図は、「東鎮j という都甫が9

本の鉄道路線の交わる交通の一大結節点である

ことを示している（樋IJI）。これはいったい誰

の言葉なのだろうか。

その答えは、裏に由るとすぐに判明した。本

誌読者には言うまでもないと思うが、この言葉

は孫文の『建国方略」 (1922年）の一節なの

である（箇言）。どうやらモニュメントのメッ

セージは、松原市はかつて孫文が水陸交通の結

節点として可能性を見出していた「東鎮」の地

である、ということのようなのである。

図 l：松原市規画展覧館前のモニュメント（表）

(2013年 8月 18自、柴田撮影）
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図2：松原市規翻展覧館前のそニュメント（裏）

(2013年8月 18日、柴田撮影）

しかし、ここでまた別の疑問が浮かんでくる。

何々王朝の都が震かれた地であったというよう

な例ならばいざしらず、松原市と同様に、孫文

の r建国方略A で重要視されたことを、さも誇

らしげにアピールしている例は他にあるのだろ

うか。たしかに、「東方大港J建設予定地であ

った漸江省嘉興市の乍浦港（嘉興港） 3、「北方

大港」建設予定地であった河北省麿山市の曹妃

旬港 4、三峡ダム（1993年着工、 2009年完成） 5 

の百度百科には、孫文の r建国方略』で重要視

された地であったことが記述されてはいる。し

かし、これらの地には、松原市と同様に大きな

モニュメントが設置されているようには見えな

し＝。

では、松原市が孫文の「東鎮J構想、をここま

で押し出す理由は、いったいどこにあるのだろ

うか。松原市の歴史や地理と伺かしら関係があ

るのだろうか。また、「東鎮」に都市のアイデ

ンティティを求める言説（以下、 f東鎮」言説

と略す場合もある）はいつから現れるようにな

ったのだろうか。本稿は、こうした疑問を明ら

かにしようとするものである。

以下、第 l章では、『建国方略』のテキスト

と民国期の地図において「東鎮」がどのように

構想されていたのかを検討するとともに、孫文

死後の国民政府における『建国方略』の位置づ

けを確認する。第2章では、 r建国方略』以後

の「東鎮」建設予定地が実際にどのような変貌

を遂げたのか、また、松花江の南北に広がる現

在の松原市中心部の市街地がどのように形成さ

れたのかを検討することにより、「東鎮」に都

市のアイデンテイティを求める言説がどのよう

な理由で、いつから現れるようになったのかを

明らかにする。第3章では、松原市内で最大

規模の発行部数を誇る r松原日報』紙の記事

(2007年～ 2014年の 8年間）を分析すること

により、現在の松原市で「東鎮」と孫文に関す

る言説がどのような意味で用いられているのか

を明らかにする。

このような「東鎮」に都市のアイデンテイテ

ィを求める言説の生成過程と使舟状況を検討す

ることは、都市の現在および過去の表象にどの

ような地理的想像力が用いられるのかピついて

吟味することに他ならない。この点、で示唆を与

えてくれるのは、クラウヂィオ・ミンカによる

トリエステの研究 6である。ミンカによると、

トリエステが自己を表象する際、イタリアとい

う関家の周辺的存在としてではなく、「多文化

的な中央ヨーロッパ都市そしてコスモポリタン

なアドリア海中心都市としての理想的（理想化

された）イメージJ に依拠する特徴があるとい

う。したがって、トリエステにおいては、「非

現前の地理（geographiesof absence）」、すな
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わち、「存在しえたが、一度も荏在せず、将来

も事在しないであろう伺ものかJが、都市のア

イデンティティの根幹を形成するものとして機

能し続けてきたし、現在もしているのだと論じ

ている。

しかし、トリエステと松原市の事例を同ーの

ものとみなすことはやや早計であろう。トリエ

ステのアイデンテイティは、長い歴史の中で

人々が抱いてきた漠然としたイメージの総体で

あると考えられる。換言すれば、さまざまな主

体によって何度も構築と再編を繰り返してきた

ものであり、集団によって創り上げられたイメ

ージと言ってよいだろう。それに対し、松原市

の「東鎮J は、孫文という特定の個人が特定の

年代に抱いたイメージであり、明確かっ単一の

起源を持つものである。したがって、両都市に

とって「非現前」の意味するところは、本質的

には異なるものと考えられる。この点、に十分注

意を払いつつも、本稿の最終章では、ミンカの

研究を参考にして松原市のアイデンティティと

孫文の「東鎮」構想との関係を考察するにした

し＝。

I 孫文 r建国方略sにおける「東鎮j

本章では、第 l節と第2節で、『建国方略』

のテキストと地図において、「東鎮」がどのよ

うに記され、どのような位置づけを与えられて

いたのかをそれぞれ検討する。続いて第3節

では、孫文死後の国民政府における r建国方略J

の位置づけを確認する。

(1）テキスト

1922年に刊行された孫文の『建国方略』は、

「心理建設」、「物質建設ム「社会建設」の 3部

から成る著作で、それぞれの部に対応した f孫

文学説』 (1919年5月初版）、『実業計調JI(1921 

年 10月初版）.J民権初歩』 (1917年4月初版）

という 3冊の単行本を合本したものである 70 

上述のそニュメントに刻まれた言葉は、『建

国方略』のうち、「改革開放J 以降に中国の

経済開発を提言していた書として注目を集

めている、 r実業計画」 （TheInternafjonal 

Development of αjna）の一節である 80 武

上真理子によると、同書は孫文が構想した「鉄

道・港湾・河川を連関させた交通網を軸に、商－

工・鉱・農業などの総合的な発展を目指す一大

プロジェクトJの具体案を記した企画書とみな

すことのできるものであるという 90 序文と結

論を除くと、第一計画～第六計画についてそれ

ぞれ説明した 6つの部分から構成されている。

第一計画は、河北省唐山市への「北方大港」

建設と、それを基点とする鉄道整備（「西北鉄

路系統J）などをその内容としている 100 第二

計踊は、主として上海港に代わる新港として「東

方大港」を建設するとともに、長江流域の南京・

鎮江・蕪湖・武漢などの諸都市を発展させよう

とするものである 11。第三計画は、広東省広州

市に「南方大港」を建設し、それを基点とした

鉄道整備（「西南鉄路系統J）などについて説明

している 120 第四計画は、全長 10万マイルに

も及ぶ中国全土の鉄道網建設計画を内容とする

ものである。「中央鉄路系統J （長江北部、蒙古・

新嶺の一部をカバー）、 F東南鉄路系統J （長江

南部のうち、重慶より東をカバー）、「東北鉄路
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系統J（満洲全体と、蒙古、寝隷の一部をカバー）、 には、水陸交通の要衝となるという九

「拡張西北鉄路系統J （蒙古、新握、甘粛の一部

をカバー）、「高原鉄路系統J （西蔵、青海、新

彊の一部、甘粛、四川、雲南をカバー）という、

5つの路線系統が構想されていたへ第五計画

は、第四計画までの重工業ではなく、食糧・衣

服・建築・交通・印刷工業について述べられて

いるヘ第六計画は、鉄鋼・石炭・石油・銅な

どの資源に関するものであるヘ

こうした内容が含まれる『実業計画Jのうち、

上述の言葉は第四計画の「東北鉄路系統Jの冒

頭部分に登場するヘ以下では、 9000マイル

に及ぶ同系統の整備計画の中で、「東鎮Jがど

のような位置づけを与えられているのかについ

て確認しておきたい。

孫文によると、かつて中国東北部（溝手'M）は

広々とした荒野と同じように考えられていた

が、中東鉄路建設以降は中国で最も肥沃な地域

と認識されるようになった。なぜなら、タンパ

ク質に富み肉の代用品となる大豆の一大生産地

であるばかりでなく、森林や鉱産資源も豊富で、

あるためである。中国東北部にはすでに京奉線

（北京と奉天を結ぶ）・南満洲鉄道・東清鉄道と

いう 3本の幹線鉄道があるが、さらなる発援

のために一つの網状の鉄道を敷設すべきであ

る。すなわち、鉄道路線の中心地区を新たに建

設し、なおかつクモの巣のように鉄道縞を張り

巡らせることである。この中心地底こそ「東鎮」

であり、搬江と松花江の合流地点の南西、ハ

ルピンの南西約 100マイルに位置し、将来必

ず、や最も利益を生む場所のーっとなる（国当）。

さらに、単に鉄道路線の中心地区としてだけで

はなく、遼海と松花江の自に運河が完成した暁

関3：「東鎮」の位置と増設予定の鉄道（『実業計繭』の

付図「中自鉄路全額j に基づき石田作成）

これに続いて、孫文は 20本の鉄道路線の増

設を立案した。そのうち 9本が f東鎮j を基

点とし、四方八方に伸びる路線である

第一線は満鉄と平行して南に伸びる「東鎮萌芦

島線」である。第二線から第九線は、時計四り

の！｜債に「東鎮北方大港線J、「東鎮多倫線」、「東

鎮克魯倫線」、「東鎮漠河線」、 f東鎮科爾茶線J、

「東鎮鏡河線」、「東鎮延古線J、「東鎮長白線」

であったへ

ところで、孫文は「東鎮J命名の理由につい

て何も記していない。ただ、 F実業計画』の第

一許画を見ると、彼が蒙古・新彊・青海など西

北部への大規模な移植民(IO年内に 1000万人）

を計画していたことが判明するへまた、中圏

全土を描いた地図を晃ると、撤江と松花江の合

流地点の南西、ハルピンの南西約 100マイル
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という「東鎮j の位置は東北部のほぼ中心に当

たることが判明する。こうしたことから、彼は

中国の中央部から見て、西の西北部と東の東北

部をセットで捉えており、東の中心部市という

意味で「東鎮J と命名したのではないかと推測

される。

以上のように、 1922年に刊行された『建国

方略』（「実業計画』は 1921年刊行）において、

孫文は中国東北部のほぼ中心に位置し、より具

体的には搬江と松花江の合流地点の南西に位置

する「東鎮」を、鉄道交通および河川交通の一

大結節点として将来発展が見込まれる地であ

る、と評価していたのである。

(2）地園

r実業計画sの付図「中国鉄路全図」では、

搬江の南岸に「東鎮」が識かれていることを確

認できる。ただし、搬江と合流するよりも上流

の松花江（いわゆる第二松花江）が描かれてい

ないため、合流地点の位置は特定できない。ま

た、同じく嫌江の南岸に伯都調という都甫が描

かれ、「東鎮」とは区別されていることにも注

目しておきたい。イ告都散は、松原市寧江区の前

身である扶余の！日称であるへ扶余鎮は松花江

の北岸に位置し、高岸の前郭鎮（前郭爾羅斯（ゴ

ルロス）の略称）とともに松原市中心部を構成

している。同じく搬江の南岸ではあるものの、

扶余（伯都前）から見て北西の位置に、別の都

市として「東鎮Jが建設されることになってい

たのである。

次に、 1929年7月刊行の『表解説明 中華

析類分省国』 21に収められた「全国鉄路額 約

中山計画図」（！図／4）を見てみよう。この地図

帳は、孫文の『実業計画』の具体化が図られた

南京国民政府成立後に作成されたものである。

その証拠に、表紙裏には孫文の肖像とともに「総

理実業計画大綱」が印脱されている。猫逗は

既設の鉄道に加えて、『実業計画』に示された

計爾蕗線が実線と点線で描かれているという特

徴がある。鍾［~の附表である「中山鉄路計画表J

には、各系統・路線の名称と距離が示されてい

る。 9本の鉄道が交差する「東鎮J は、テキス

トどおり、機江と松花江の合流地点、の南西に描

かれているように見える。一方、中国全土を対

象とする地図であるためか、扶余（佑都前）は

描かれておらず、この地図から扶余と「東鎮」

の位置関係を理解することはできない。

以上のように、 2種類の地図から読み取れる

情報は多くはないが、搬江と松花江の合流地点

の南西、且つ扶余（伯都論）の北西に位置する

のが、「東鎮」という新たに建設される交通の

一大結節点であったことが分かる。
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図4：全国鉄路盟 約中山計画図（欧陽纏編『表解説明 中華析類分省図』亜新地学社、 1929年 7月）

(3）孫文死後の r建国方略」の位霞づけ

1925年 2月の「国事遺嘱」において、孫文

は次のように述べ、 r建国方略』を彼の死後も

罰家建設を進めるうえで依拠すべきテキストの

ーっと位置づけた。

現在、革命なお未だ成功せず。およそ我が

同志は、必ず余の著せる建盟方略、建国大綱、

三民主義、および第一次全国代表大会宣言に

依拠して努力を継続し、もって貫徹を求むべ

し220 

また、井内弘文によると、「北伐Jが完了し

て全国統一を達成した 1928年に、孫文の『実

業計画J は、次のような形で具体化が図られ

たという。
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彼の息子孫科の「建設大綱草案J として、 2 r建国方略』以後の「東鎮」と松原市誕生

計画年限や大体の予算を見積った、より具体 一「東鎮」言説をめぐって一

的な形式を以て示された〔中略〕孫科の計画

は交通部長としての当時の彼の置位にもとづ

いて交通の開発、特に鉄道・公路の開発に

重点がおかれ、総予算二百五十億元のうち

二百億元、つまり予算の八割が鉄道・公路の

建設にあてられているへ

ただし、孫文の計画とほとんど同一内容であ

る孫科の計画は、実行可能性に乏しいものであ

ったようである。「孫文案の具体的内容がデス

ク・プランにすぎない、しかも彪大にすぎるも

のであったから、これをそのまま予算化したと

ころで到底実行できるもので、なかったJ と、井

内は評価しているお。

国民政府によるその後の経済建設において

も、孫文の『実業計画』がそのままの形で実現

されたというより、現実に合致するように内容

形式を変更した部分的な計画として現れたと見

るほうが妥当である。とはいえ、「孫文の彪大

な理想、案はこのような部分的な個々の実践的計

画をつらぬいてその底流をなしているところの

国民党の経済建設思想ともいうべき役割を果し

ていた」と、井内は強調している 250 

以上のように、「国事遺嘱」およびその後の

経済建設の過程を見る限り、孫文死後も国民政

府は r実業計画』の具体化を重要政策のーっと

して位置づけていたと見ることができょう。

本章では、第 1節で、『建国方略』以後のF東鎮j

建設予定地が実際にどのような変貌を遂げたの

かを検討する。続く第2節で、松花江の南北

に広がる現在の松原市中心部の市街地、すなわ

ち、扶余鎮と前郭鎮がどのように形成されたの

かを検討する。第3節では、 1992年6月の松

原甫誕生に伴って、名称と行政界がどのように

変化したのかについて検討する。第4節では、

「東鎮」に都市のアイデンティティを求める

説がどのような理由で、いつから出現し始めた

かについて検話する。

(1) ［＇建国方略』以後の「東鎮」

水陸交通の一大結節点とみなされた「東鎮」

の建設予定地には、現在まで大きな都市が形成

されたことは一度もない。建設予定地であった

はずの撤江と松花江の合流地点の南西の衛星写

真を見ても、現在そこには小さな集落が点在す

るのみであり、松原市中心部と詞等、ないしは

それよりも大きな都市の蒋在や痕跡を確認する

ことはできない。

また、 r建盟方略』で構想、されたクモの巣状

の鉄道網は、実捺に建設されることはなかった。

現在の松原市は、長春市と吉林省自城市を結ぶ

全長約 330キロの長白線が通過しているもの

の、鉄道路線の結節点とはなっていない。しか

も、現在ようやく稜線化工事が行われている長

白線は、 1935年に京白線（新京と自城子を結ぶ）

として竣工したが、 1946年にいったん取り壊

された。その後、 1958年に再び建設が始まり、
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1972年に全線開通した 26。こうした事実から のように述べている。

も分かるように、長白線は決して重要性の高い

路線ではない。

このように、孫文が構想した「東鎮」は実際

に建設されることはなれそれを基点とする鉄

道網も整備されることはなかった。もちろん、

孫文のプランが実現可能性のない空想的なもの

であったことに、その原因を求めることはで

きょう。 r実業計画』は「非常に限定された資

料をもとに素人が検討して措き上げた概略図で

あり、政策概案にすぎ、ないJ ものであると、孫

文自身が述べているからであるぺしかしなが

ら、 F実業計岡」の具体化に取り組み始めた矢

先、中国東北部に r満洲国j が建国されたこと

も、同様に重要な原因であろう。言うまでもな

く、それ以後の中国東北部は国民政府の力が及

ばない地域になってしまったからである。こう

して孫文の「東鎮J構想、は架空の計画に終わっ

たのである。

(2）扶余と前郭の都市形成と「東鎮J

続いて、現在の松原市中心部を構成する扶余

鎮と前郭鎮の市街地が、どのように形成された

のかについて検討しよう。

松花江の北岸に位置する扶余（IB称は伯都

議）は、松花江水運の拠点、として発展してきた。

1933 年製版の地形図（図~g）を見ると、県城

の甫西に錨マークが描カ亙れており、河港の害在

を確認できる。また、県城の南東には渡船場も

見られる（断言）。 1935年には、南岸に京白線

が敷設され、前郭旗駅（現在の松原駅）が設け

られた。 1939年に前郭旗駅で降車して扶余を

訪れた画家で民俗学者でもあった染木照は、次

前郭旗に着く。郭議羅斯前旗の略称であっ

て扶余の為に設置された駅である。此処から

城内に至るには松花江を距て〉約六粁の道程

がある。馬車で一時間、松花江岸に出で、折

から出発しか〉つてゐた警察隊の船に飛び乗

って了った。〔中略〕今の新城子〔扶余一筆

者注〕は人口七万、完全な漢人都市で四方に

城壁をめぐらした典型的地方都市である 280 

当時の前郭旗駅はあくまで「扶余の為に設置

されたJ ものであり、駅付近には都市的な集落

は見られなかったが、その後しだいに都市化

が進んでいく。ところが、 1930年代以蜂も松

花江の河岸にある扶余と前郭を行き来する手段

は、しばらくは渡し船のままであった。この状

況を一変させたのが 1973年9月の松花江大橋

の完成でありへそれ以降は扶余と謡郭の一体

化が加速度的に進むことになったと見られる。

この背景としては、 1959年に初めて石油採

掘に成功し、 1961年に吉林省管理下の国有企

業として発足した吉林油田の存在が重要であ

る。小野寺淳によると、早いものだと 1960年

代から 1970年代にかけての時期に、吉林油田

の従業員とその家族のための住宅小区が、扶余

県域の北部と前郭鎮の西部にそれぞれ建設され

たという 300 したがって、松詑江の南北に広が

る吉林油田の住宅小区や関連施設の行き来を容

易にするためにも、松花江にいち早く橋を架け

る必要があったと考えられるのである。
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鴎 5:1933年の扶余付近（瀧洲十万分一国伯都納五号茂興結、大日本帝国陵地鴻量部、 1933年 1丹発行）

図6：松花江岸の渡船場（染木照『北満員具採訪手記』座右宝刊行会、 1941年、 274頁）
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このように、 r建国方略」以後の時期におけ

る扶余と前郭の歴史は、松花江の北岸と南岸

に位置する 2つの都市が、しだいに一体化し

ていく過程とみなしてよいだろう。もっとも

1992年の松原市誕生までは、次に述べるよう

に、扶余と前郭はあくまで別の行政体として歩

んできた。

北岸の扶余は 1914年から吉林省扶余県、

1987年からは吉林省白城地区扶余市（県級市）

の中心都市で、あった。それに対し、南岸の前郭

はもともとジェリム（哲理木）盟（中心は現在

の内モンゴル自治区通遼市）に属し、北岸の扶

余とは異なるモンゴル族を中心とする空間であ

った。ところが、「満洲国」が建国されると、

前郭は一転して吉林省に含まれることになる。

上述の京白線が敷設されたのは、正にこの時期

に当たる。人民共和国成立後の 1955年には、

前郭欝羅斯モンゴル族自治県が震かれ、前郭鎮

はその県都となっていた。

では、扶余と前郭において、「東鎮」に都市

のアイヂンティティを求める雷説が使用される

ことはあったのであろうか。答えは否である。

『扶余県文物志』（1982年）、『吉林省扶余県地

名志』（1984年）、『前郭繭羅斯蒙古族昌治黒

地名志』（1989年）、『駿馬奔馳前郭文史資

料第 9輯』（1991年）、『前郭謂羅斯蒙古族自

治県志』（1993年）、『扶余県志』 (1993年）

などの地方志類へさらには地名詞典 32にも当

たってみたが、使用例を確認することはできな

かった。その理由は次のように説明できるだろ

つ。

すなわち、松花江の北岸（搬江と松花江の合

流地点の甫東）に位置する扶余では、孫文が構

想、した「東鎮」の建設予定地（合流地点の南西）

と地理的位置が異なるため、「東鎮」言説を使

用するには無理があった。一方、松花江の南岸

（合流地点の南西）に位置する前郭では、地理

的位置は「東鎮」の建設予定地と符合するもの

の、モンゴル族自治県である前郭が、異民族の

支配者による架空の計画を持ち出して自らのア

イデンティティを語る必要はなかろう 33。こう

して「東鎮j 言説は松原市誕生までは使用され

ることはなかったのである。

(3）松原市誕生と行政界の変更

1992年6月に地級市である松原市が誕生し

た。現在は l市区（寧江区）、1県級市（扶余市）、

2果（長嶺果、乾安県）、 l自治県（前郭爾羅

斯モンゴル族自治県）を管轄している

松原市誕生により、扶余と前郭の名称および行

政界はどのように変化したのだろうか。

まずは、名称の変化である。扶余市（1987

年に設置、旧扶余果）は松原市誕生に伴って扶

余区に改称されるが、 1995年にはその西部の

扶余鎮（県城）付近を切り離して寧江区が設置

され、東部は改めて扶余県（現在の扶余市）と

呼ばれるようになった。それに対し、前郭爾羅

斯モンゴル族自治県（1955年に設置）は松原

市誕生後も名称に変化はなかった。

次に、行政界の変化として重要なのは次の 2

点である。一つは、松花江の南北に位置し、松

原市誕生までは加の行政体であった扶余と前郭

が、松原市という一体の空間になったことであ

る。前節で述べたように、扶余と前郭の一体化

は以前から進められてきたわけであるが、松原

甫誕生を契機にそれがようやく実現されたので
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ある る。

このように、 1992年6月の松原市誕生によ

り、松花江の南北は一体の空間となり、また、

そのように認識されるようになった。このこと

が、松原市において孫文の「東鎮J言説が出現

する契機となった。「東鎮J建設予定地は搬江

と松花江の合流地点の南西とされたため、松原

市誕生以前は前郭でしか使用できる可能性がな

かった。しかし、松原市誕生に伴って南北一体

の空間が出現したことにより、市全体として「東

鎮」にアイデンティティを求めることが司能と

図7：現在の松原市行政区と搬江・松詑江の合流地点（柴 なる地理的条件が整ったのである。

間・石田作成）・は撤江と松花江の合流地点を指す。

いま一つは、松在江北岸の扶余鎮を中心とし

て設置された寧江区が、南岸の前郭鎮の西部を

編入したことである 。その理由は、松

花江の南北に広がる吉林油田関連の施設を寧江

区内に取り込み、新たに寧江区に編入する松花

江南岸に松原市の行政の中心を置くためであっ

た。層建が示すように、寧江区政府が松花江

北岸の扶余に置カ亙れているのに対し、松原市政

府は、 1992年時点ではまだ市街地化されてい

なかった松花江南岸の寧江区に寵かれている。

現在の松原市には、上述の松花江大橋（通称

「一橋J）に加えて、その東に松原大橋（2009

年 11月竣工、通称「二橋」）、さらに東に龍華

大橋（2008年6月、通称「三橋」）という計3

本の橋が架けられ、松花江南北の交通をより便

利なものにしている。こうして松原市誕生によ

り、松花江の南北にまたがる寧江区という空間

が出現したことは、松花江の南北を一体の空間

と捉える認識を高めることになったと考えられ
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(4）「東鎮」言説の出現とその理由

地理的条件が整ったにもかかわらず、『松原

年鑑』（1996年・ 1999年） 34や地名詞典 35な

どの 1990年代の文献には、孫文の「東鎮j に

都市のアイデンティティを求める言説を確認す

ることができない。管見の限り、「東鎮」言説

の初出は、市誕生 IO周年に当たる 2002年 6

月刊行の r松原市信』に付された編者の劉乗生

による前言である。

十年前的七月一日，借助小平同志南巡

談話的浩蕩東風，松嫌平原上的新興城市一

一松原市宣告誕生。松原市的誕生，標誌着

偉大的革命先行者孫中山先生関於在松搬両

江陸合処設立東鎮市（即今松原市）的宏偉

構想変成現実，標誌着省委関於建設吉林省

第二座石油化工城和吉林省茜部中心城市的

戦略設想付諸実施，標誌着松原的開発与建

設、改革与発展掲開了新的篇章。（十年前

の七月一目、郵小平同志の南巡講話の雄大

な東風の助けを借りて、松城平原上の新興

都市一一松原甫は誕生を宣した。松原甫の

誕生は、偉大なる革命の先駆者である孫中

山先生による、松花江と搬江の両河川の合

流地点に東鎮市（すなわち、現在の松原市）

を創設するという壮大な構想が現実となっ

たことを示すものであり、吉林省で二つ自

の石油化学工業都市と吉林省西部の中心都

市建設に関する中国共産党吉林省委員会の

戦略構想、が実行に移されたことを示すもの

であり、松原の開発と建設、改革と発展に

新たなページが関かれたことを示すもので

ある。） 36 

1992年 6月の松原市誕生は孫文の「東鎮J

構想、が現実に変わったものである、というこの

前言で示された見方は、それ以降の文献でも継

承されることになる。また、「東鎮J の位置が

搬江と松花江の合流地点であることには言及す

るものの、 r建国方略』のテキストどおり合流

地点の南西であるとは記されていないことに

も注目しておきたい。市誕生 10周年に当たる

2002年に、なぜ r東鎮」言説が出現し始めた

のかは後に検討することにし、まずは、その後

の使用例を確認しておきたい。

2006年刊行の「松原市志J の序言では、市

長の孫鴻志（1965年生まれ。 2006年3月～

12月：松原市委副書記兼代市長、 2006年 12

月～ 2010年 12月：松原市委副書記兼甫長） 37 

が次のように述べている。

由於這裏地理位置的重要和水土礁産資源

的豊鏡，孫中山先生在〈建国方略》中曾設想、

要在這裏建設一座塞北重鎮，擬名“東鎮”。

経歴了歴史的風風雨雨，到中国進入社会主義

建設新時期，孫中山先生的設想終於変成現

実。一九九二年，在改革進一歩深化的東風淋

浴下，松原市芯運而生！ （ここの地理的な位

震の重要性と、気候風土や鉱産資源の豊かさ

から、かつて孫中山先生は r建国方略」の中

で、この地に塞北の要衝としての都市を建設

することが必要であると構想し、「東鎮J と

いう名を考えた。歴史の様々な罰難を乗り越

えて、中国が社会主義建設の新時期に入った
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時、孫中山先生の構想、がついに現実となった。

1992年、改革が一層進んだ東風を浴びつつ、

松原市はその気運に乗じて誕生した！ ) 38 

この序言でも、 r松原市情』と同じく、松原

子官誕生を孫文の「東鎮」構想、が現実に変わった

ものであると位置づけている。ただし、「地理

的位置の重要性と、気候風土や鉱産資源の豊か

さからJ、松原市の地に孫文が「東鎮j を建設

すべきだと構想、したという記述からは、『松原

市史』の方が、 r松原市情』よりも具体的に松

原市の輝かしい過去を語ろうとしていることを

示していよう。一方で、、搬江と松花江の合流地

点、という「東鎮」の位置については、序言では

まったく触れられていない。

2011年刊行の都市地図に付された紹介文は、

次のように述べている。

20世紀初，偉大的革命先行者孫中山

先生在〈建国方略〉中提出，要在松花江和

撤江交陸処建設一座交通中枢城市“東鎮”，

就是現在的松原。（20世紀の初頭、偉大な

る革命の先駆者である孫中山先生が f建国

方略』の中で、松花江と搬江の合流点に交

通の中枢となる都市「東鎮」を建設すべき

であると述べた。それが現在の松原なので

ある。） 39 

この紹介文でも、松原市が孫文の f東鎮j 構

想、が現実になったものだとする位置づけは変わ

らない。また、「東鎮」の位置が搬江と松花江

の合流地点であるいう記述は見られるものの、

「松原市情』と同じく、合流地点の南西である

とは述べられていない。

市誕生 20周年に当たる 2012年に開館した

松原甫規画展覧館前に設誼されたモニュメント

については、本稿冒頭で紹介したとおりだが、

そこには『建国方略』のテキストがそのまま刻

まれており、「東鎮」の位置が搬江と松花江の

合流地点の南西であることが明示されている。

こうした使用例のほかにも、現在の松原市の

市街地に「東鎮」を冠した道路や施設が見られ

ることも注目に値しよう（；閣議）。松花江南岸

の市街地（寧江区）を東西に貫く「東鎮大路J、

松花江北岸の甫街地（寧江区、 IB扶余）に位置

する「東鎮広場J、「東鎮国際城J （大規模商業

施設兼住宅施設） 40、「東鎮賓館」（ホテル）が

それに該当する。さらに、インターネット上で

のニュースサイトにも、「東鎮網J41 という名

前が付けられている。

このように、2002年6月の『松原市情』以降、

孫文の「東鎮j に都甫のアイデンティティを求

める言説がひろく見られるようになったわけで

あるが、市誕生日周年に当たるこの時期に突

如として「東鎮」言説が出現し始めたのであろ

うか。

ここで注自されるのは、作家である張笑天の

著書 F心霊駅姑.!l (2004年 l月）に収録され

ている「孫中山先生失落的夢」という文章であ

る位。張によると、松原市市長の高広演（1963

年生まれ。 2000年 12月～ 2001年2月：松原

市委副書記兼郡市長兼代市長、 2001年2月～

2003年4月：松原市委副書記兼甫長） 43および

松原市委書記の楊紹明（1949年生まれ。 2001

年 12月～ 2006年 l月：松原市委書記） 44 と

食事を共にした持、高市長が少し前に孫文の故
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居（広東省中山市）を訪れ、そばにあるテレゼ

ドラマ r孫中山』（辛亥革命90周年に当たる

2001年に中央電子台で20回にわたって放送、

各国 45分、趨文理主演） 45撮影のために建て

られた中山影視城（中山城、中央震予台中山基

地とも呼ばれる） 46も見学したことに、ふと

及したという。彼らが食事を共にした時期は、

経歴ならびに文章中の「10年前ここに松原市

が新しく作られたJ という記述から判断して、

2002年だと考えられる。

ところで、中国語版ウィキペディア（中文維

基百科）の「松原市」の項目には、次のような

記述がある。

建子 1992年，但後来在 2001年中

央電視台為孫中山先生制作紀念節目的時

候，緩発現早在建甫的 70年前，務中山

在《建国方略・実業計画》中提出在這里

建立名為“東鎮”的東北鉄路中枢，以帯

動東北的発展，可惜他的理想、在当時没有

実現。 (1992年に建設されたが、しかし

後の 2001年、中央電視台が孫中山先生

の記念番組を制作した時にようやく、

くも 70年前に孫中山が『建国方略・実業

計画sの中で、この地に「東鎮j という

名の東北鉄道の中枢を築き、以て東北の

発展へと連動させることを打ち出したが、

残念ながら彼の理想は当時実現するには

至らなかった。） 47 

つまり、中央電子台が髄作した 2001年の孫

文の記念番組、つまり、テレビドラマ r孫中止l』

が、孫文の r建国方略』に記された「東鎮Jを「発

見Jする契機となったというのである。この記

述に従うならば、いや従わずとも、時間の順序

から考えて、高市長らはテレビドラマに刺激を

受けて孫文やその「東鎮」構想、に関する理解を

深めるべく、孫文故居や中山影視城を訪問した

と考える方が自然であろう。

再び張の文章に戻ると、高市長と楊市委書記

から開いた話として、次のような興味深い記述

がある。すなわち、松原市が設立された位置は

まさしく孫文による「東鎮Jの青写真のとおり

だが、残念なのは、市設立当初は誰も孫文の著

作をちゃんと調べていなかったことである。さ

もなくば、どうしてありきたりで変化に乏しい

「松原Jという名前を付けたであろうか。もし「東

鎮J と称していたならば、革命の先駆者である

孫文の予言に応えることになり、間違いなく有

名になっていただろう。地名は一つの記号に過

ぎないカ人あるものはとどろき、あるものはあ

りふれていてつまらない。したがって、孫文が

私たちのために付けてくれた「東鎮」という、

それ自体がプランドであり、将来への展望と

い識見を有する地名を使用しないことは、きわ

めて残念である、と市の名称を「松原j とした

ことを彼らが悔やんで、いるというのである。

したがって、 1990年代の文献に「東鎮」

説が出現しなかった理由は、 1992年の市設立

当初は孫文の r建国方略J に記された「東鎮J

についてほとんど知られていなかったためであ

ると判断されよう。また、テレビドラマr孫中LIJ.n

や孫文故居と中山影視城への訪問によって、「東

鎮」と松原市の位置とが一致することを高市長

らがようやくしっかりと認識したとみなすこと

ができょう。要するに、市誕生 10周年に当た
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る2002年 6月の r松原市情Jの前言に「東鎮」

言説が初めて出現した理由は、 1992年の松原

事誕生により松花江の南北が一体の空間になっ

たという地理的条件に加えて、 2000年代にな

ってようやく、高市長ら松原市の幹部たちが孫

文の r建国方略』の価値を認識したためである

と説明できるのである。

なお、市名を「松原」から「東鎮Jへと変更

すべきという提案の背景には、有名になりたい

という理由以外に、経済的理出も垣間見ること

ができる。張の文章には、「東鎮」へと市名を

変更して経済を急成長させることが、孫文の構

想した「東鎮」の夢をかなえることになる、と

高市長らが考えているように受け取れる記述が

ある。また、インターネットに公開されてい

る「松原市地産分析報告j 48という文章には、

2002年以降、市政府が主導する形で、不動産

開発が今までにないほど活発になったとある。

中国において土地はあくまで国のものである

が、市政府は不動産開発を行えば、それを販売

して収入を得ることができる。財政が逼迫しが

ちな地方都市にとって、この収入が重要な位置

を占めていることは言うまでもない。

したがって、 2002年以降に「東鎮J言説が

使用されるようになったもう一つの理由は、市

政府が不動産販売を行う際に、孫文の r建国方

略』で重要視された地であるというお墨付きが

必要だったためではないかと考えられる。高

市長が退任後、通化市委書記（2003年 4月～

2007年 3月）を経て、 2007年 3月から長春

市委書記（5月からは吉林省委常委を兼任）へ

と昇進していることも、このことを裏付けてい

るのではなかろうか。つまり、松原市市長在任

時に不動産開発と販売で実績を上げ、それが高

く評価されたがゆえの昇進だ、ったと考えられは

しないだろうか。ただ、これについてはあくま

で推測の域を出ない。

以上のように、採文の「東鎮」に都市のア

イデンティティを求める言説は、市誕生 10周

年に当たる 2002年以降に出現するようになっ

た。その前提としては、松原市誕生により「東鎮」

建設予定地と松原市の範囲が一致したことが何

よりも重要で、ある。とはいえら、テレビドラマと

孫文故居と中山影視城への訪問によって、松原

市の幹部たちが「東鎮J と松原市の位置とが一

致することを認識したことが車接の契機である

と考えられる。

その後の「東鎮」言説は、松原市誕生を孫文

の「東鎮」構想、が現実に変わったものと位置づ

け、松原市の発展（の可能性）を孫文がすでに

見抜いていたとするものが多い。また、地理的

位置に関しては、 r建国方略』のテキストどお

り搬江と松花江の合流地点、の南西が「東鎮」建

設予定地であることに言及することはほとんど

なく、合流地点という情報ばかりが繰り返され

ている。換言すると、非常にぼんやりとした地

理的想像力によって、松原市が「東鎮Jの建設

予定地だ、ったことを強調する言説が横行してい

るように患われてならないのである。

3 『松原日報』における「東鎮j 言説の使用

状況とその意味

r松原日報』は松原日報社が 1994年に発刊を

開始した新聞である。『松原市志』によるとへ
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松原市内において最大規模で、ある 22000部

(2000年現在）を発行し、 2015年 9月まで

に5900期あまりを発行している。したがっ

て、近年の松原市の情勢を把握するうえで最

適の資料と考えられる。本章では、 2007年か

ら2014年までの 8年間の r松原日報』におい

て、「東鎮j および「孫中山」に関連する言説

がどのような意味で用いられているかを明らか

にし、現在の松原市における f東鎮」言説の実

態に迫りたい。

今回分析に用いたのは、『松原日報』の電

子版 F松原日報数字報』 50である。電子版は

2007年以降しか収録されていないという制約

があるものの、全文検索することが可能であり、

8年間の関紙の中で「東鎮」という言説がどの

ように用いられたのかを正確に知ることができ

るメリットがある。「東鎮J というキーワード

で検索してみたところ、前章で言及した「東鎮」

を冠する地名（東鎮大路や東鎮広場）や施設名

（東鎮国際城）、インターネット上でのニュース

サイト名（東鎮網）などを含む記事が多くヒッ

トした。しかし、これらの記事で用いられてい

る「東鎮J には、地名や施設名などを表す記号

以外の意味はない。したがって、ここでは「東

鎮」と「孫中山J をキーワードとして記事を抽

出し、その結果を文末の泰主にまとめた。

を見ると、「東鎮J は新聞の第 1函（01:

頭版）に登場する例が多いことが分かる。記載

内容は、摩史を紹介する言説と、都市インフラ

整備に関する言説という大きく 2つに分類す

ることができる。以下では、それぞれの言説の

内容について詳しく見ていきたい。

まず、松原市の歴史を紹介する言説は、例え

ば、中央電視台の撮影チームが松原市を訪問し

た際に、当時の松原市委員会書記であった藍軍

が歓迎の意を表現したという 2007年 8丹21

日（番号 l、タイトル：中国中央電視台の撮影

チームが我が甫に到着）の記事に見られる。松

原市の歴史を語る援に「東鎮」について、「松

原の歴史は悠久で、文化は燦燐としており、歴

史が吉い一方で、年齢の若い都市である。孫中

山先生の著書である F建国方略』の中では、以

前から東北三江の交流地点、に一つの「東鎮J と

いう都市を建設するという構想、がなされた」と

述べられている。他にも、例えば番号7、9、

17、22、23、25などの記事では、松原市は「東

鎮j に加えて遼金や女真、扶余、激海国の発祥

および発展の地として語られ、歴史的な側面を

強調することが多いという特徴が読み取れる。

次に、都市インフラ整備に関する言説を見て

みよう。 2010年 11月 15Bの記事（番号 19、

タイトル：甫委副書記の王常松が末端組織を調

査民生に注目 市の状況を抱握）では、ハダ

山水利事業に関連させて、孫文が『建国方略』

にて構想した都市インフラが着実に整えられて

いるという記述が見られる。「市委員会、市政

府の大きな支持の下、そして、松原市民の弛ま

ない努力のもと、その構想は実現しつつあるの

である」というように、インフラ整備が孫文の

構想したコンテクストで進んでいることを強調

する内容が多い。都市外のインフラ整備と孫

文『建国方略』を関連投ける言説も確認でき

る。例えば、2008年7月 14日の記事（番号5、

タイトル：我が市の上半期における経済発展の

総量が急増、第三産業、外国貿易輸出は加速し、

吉林省一位松原は科学的発展の軌道ヘ）では、
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孫文の『建国方略』に触れながら、「松原大橋、

松肇高速道路、大広高速道路など松原に重点を

置いた建設が進められている。松掬鉄路、松原

飛行場の項目は前期工程が順調に進められてい

るJ と述べている。

これら 2つの言説に共通するのは、松原市

の歴史や都市インフラ整備の進行を権威づけ、

正当化するために どちらも都市のアイデンテ

ィティを「東鎮J に見出しているということで

あろう。では、なぜ、架空の計厩に終わった「東

鎮」に、そのアイデンティティを見出す必要

があるのだろうか。新聞資料からだけではそれ

を読み取ることは難しいが、一つには、松原

市の歴史の短さが関連していると考えられる。

2008年7月28臼の記事（番号9、タイトル：

都市文化と人文績神を通して自己を表現）では、

オリンピックの聖火の通過に際して、どのよう

に松原市をアピールするのかについて記述して

いる。その中で「東鎮j は松原市を代表する歴

史的遺産として語られるのだが、「我伺松原尽

管建市只有 16年、位却井不乏豊厚的文化遺産

（我々の松原市は 16年の歴史しかないが、し

かしその豊富な文化遺産は貧相で、はない）」と

いう記述からは、新興都甫である松原市のアイ

デンテイティを「東鎮」に求めようとしている

ことが読み取れる。このように、松原市におい

ては、新興都甫ゆえの数少ない歴史的要素とし

て、「孫中山先生が『建国方略』の中で述べた

東鎮J という事実が重要性を帯びているのでは

ないだろうか。

おわりに

本稿は、吉林省松原市が孫文『建国方略』で

構想された「東鎮」に都市のアイデンテイテイ

を求める言説（「東鎮」言説）に注目し、出現

時期とその理由、そして言説に込められた意味

を明らかにしようとしたものであった。ここで

前章まで論じてきたことをもう一度確認してお

こう。

孫文『建国方略』には、搬江と松花江の合流

地点の南西に水陸交通の一大結節点、となる「東

鎮」という新都市を建設する、という構想、が記

されていた。しかも、 r建国方略』は孫文死後

も国民政府が国家建設を進めるうえで依拠すべ

きテキストのーっと位置づけられた。ところ

がf建国方略J以後の「東鎮j建設予定地には、

大都市もクモの巣状の鉄道路線も実際に建設さ

れることはなく、「東鎮」構想、は架空の計醤に

終わった。

それに対し、現在の松原市中心部を構成する

扶余と前郭は、松花江の南北に位置する双子都

甫として成長していき、しだいに一体化の動き

が見られるようになった。ただ、松原市誕生ま

ではあくまで別の行政体であり、それぞれの地

方志類などを調べてみても「東鎮」言説が用い

られている例は確認できない。扶余では、地理

的位撞が「東鎮」建設予定地とは異なるし、モ

ンゴル族岳治県である前郭では、「東鎮」にア

イデンティティを求める必要性がなかったので

ある。

松花江の南北に広がる一体の空間を創出し

た 1992年 6月の松原市誕生は、「東鎮」建設

予定地との矛盾を解消し、「東鎮」言説が出現
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する条件が整ったことを意味した。ところが、

「東鎮」言説は 1990年代には確認できず、市

誕生 10周年に当たる 2002年に初めて出現し

た。その直接の理由は、 2001年に中央電子台

で放送されたテレピドラマと孫文故居と中山影

視城への訪問によって、松原市の幹部たちが孫

文の r建国方略Jの価値を認識したことにある

と考えられる。また、 2002年から活発になっ

た市政府主導による不動産環発と販売も、「東

鎮」言説が出現したもう一つの理由であると考

えられる。

「東鎮」言説に共通するのは、第一に、松原

市が孫文の「東鎮J構想、が現実になったものだ

と位霞づけ、市の歴史や都市インフラ整備を権

威づけ、正当化する意味で使用されていること

である。第二に、その反面、地理的位置につい

ては非常にぼんやりとした形でしか言及されて

いないことである。このように、歴史が短い新

興都市であるがゆえに、松原市は孫文の「東鎮J

に都市のアイデンティティを求めていると考え

られるのである。

以上が前章までで論じてきたことである。こ

こから、松原市にとっての「東鎮J とは、ミン

カのいう f非現前の地理J に通じるものがある

と言えはしないだろうか。たしかに、トリエス

テは長い歴史の中で集関によって創り上げられ

たイメージを、松原市は孫文という特定の個人

が特定の年代に抱いたイメージを都市のアイデ

ンティティとしているわけであり、両都市にと

って「非現前」が意味するところもまた同ーと

みなすことはできない。とはいえ、「事在しえ

たが、一度も春在せず、将来も存在しないであ

ろう何ものか」という「非現前の地理」が、都

市のアイデンティティの根幹を形成するものと

して機能しているという点では、両都市には共

通するものがある。

「東鎮」言説の出現時期とその理由、ならび

に使舟状況を調べると、松涼市が「非現前の地

理」としての「東鎮」に都市のアイデンティテ

ィを求めることにより、市の歴史や都市インフ

ラ整備を権威づけ、正当化するという構造が垣

間見えてくる。松原市にとっての「東鎮」言説

とは、使用するだけで孫文のお墨付きが得られ

るという、きわめて都合の良いものであり、そ

れゆえその価値を認識すると直ちに積極的に使

用するようになっただけの代物ではないのか。

だからこそ、地理的位置については暖味模糊と

した形でしか言及されないのではないのか。そ

のように考えることもできるだろう。したがっ

て、本稿のように「東鎮」言説と真面目に向き

合おうとすることは、さして意味のないことで

はないのかという見方もあるかもしれない。

しかしながら、 2013年に現地でフィールド

調査を行った筆者らは異なる見解を持ってい

る。すなわち、「東鎮」はたしかに「非現前の地理」

ではある。おそらく将来もここに孫文が構想し

たような交通の一大結節点となる大都市が建設

されることはないであろう。そういう意味で、

「東鎮」は永遠に「非現前」なままである可能

性が高い。とはいえ、孫文『建国方略』の一節

が刻まれた松原市規画展覧館前のそニュメン

ト、ならびに東鎮大路、東鎮広場、東鎮国際城、

東鎮賓館などの建造物という形で、また、地方

志類や『松原日報Jなどにおいて日々いろいろ

な言説が生産され続けているという形で、現在

の松原市では「非現前の地理Jであるはずの「東
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鎮」が人々の前に「現前」している事実がある。

したがって、たとえ政治的な意図が込められた

ものであるにしても、現在の松原市では「東鎮」

という「非現前の地理」が、現実の空間に影響

を及ぼし始めているし、ある意味ではすでに一

種の文化としての形を持っていると言うことが

できょう。このことが、筆者らがフィールドワ

ークを通して感じ取ったことであり、また「非

現前の地理」を考えるうえで重要なことだと考

えられる。

そう考えるならば、「東鎮」のような「非現

前の地理J、あるいは地理的想像力と向き合う

ことも決して必要のないことではない。むしろ、

「非現前の地理」が都市のアイデンティティと

なったり、現実の空間に及ぼす力について、孫

文の r建国方略』の事例に限らず、考察を深め

ていく必要があるだろう。今後の課題としたい。

（本稿の出発点となったフィールド調査は、科

学研究費基盤研究（詰）「中国東北における地

域構造の変化に関する地理学的調査研究」（研

究課題番号24401035）のサポートを受けて行

った。代表者である小島泰雄先生をはじめ、フ

ィールド調査でお世話になった日中双方の先生

方に感謝の意を表したい。 は第3章を石

田が、残りの部分を柴田がそれぞれ担当した。

関表の作成者は各館所に記した。〕

柴田楊ー（SHIBATAYoichi，京都大学人文科

学研究所産官学連携研究員）

石田曜 (ISHIDAYo，京都大学大学院人間・環

境学研究科博士後期課程）
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表 1 『松原日報』における主な「東鎮Jの記事一覧

番号 年 月 日 タイトル 掲載頁 記載内容の詳細

歴史紹介 インフフ整備

2007 8 21 中国中央電視台の撮影チームが我が市に到着 01：頭版 。
2 2008 2 27 ハダ山の思いーハダ山水利の基幹工事の成功とその着工 05：専版 。
3 3 3 我が市の経済貿易視察毘が珠三角へ高部・広東省の大地での見事な姿 01：頭版 。
4 6 20 東鎮広場盛大かつ荘重な始動 01：頭版 。
5 7 14 我が市の上半期における経済発展の総量が急増、第ニ産業、外国 01：頭版 。

貿易輪出は加速し、吉林省一位 松原は科学的発展の軌道へ

6 7 16 夢を伝える 100年の聖火が燃え上がる新都市 北玉沢オリンピッ 03：オリン 0 

クの松明が松原にて伝達成功 ピック諮奏

7 7 18 松原における産業の優勢は明白投資の潜在力は巨大 01：頭版 0 
8 7 28 ロマンの旅一「祥雲Jの吹く松原ーオリンピック聖火伝達の日々 01：頭版 。

を回顧

9 7 28 都市文化と人文精神者通して自己を表現 03：総合 。
10 8 6 歓喜の中で松原の擢動が話題に一全国の主流メディアに松原市民 01：頭版 。

のオリンピック聖火伝達に関する熱い議論が取り上げられる

11 9 2 韓醤江原道青年代表団が松原を訪問 01：頭販 。
12 9 28 東鎮大路が奇跡を起ζす 01：顕版 。
13 2009 2 12 孫鴻志が中小企業の発展促進の視察問団員に面会 01：頭版 。
14 7 8 魅力ある松鼠斉魯を感じる一我が市の党政代表面が済甫を訪れ招商を視察 01：頭版 。
15 10 10 万緑叢中花lE紅（辺り一面の草むらにあって、なお花は紅い）一 01：頭版 。

我が市における「中霞優秀観光城市Jを創建する任務の記述

16 2010 3 8 北国の新興都市が江南の在都の解放思想と連携大業の達成を謀 01：頭版 。
議我が市は南京にて 27億元在約定

17 4 15 文化の力で松原の魅力播く 文学の夢を実現一「威仕莱j杯の「松原文化 03：総合 。
を誇る文学のき歩に乗せて」在主題とする作文コンクール優秀作品を掲載

18 7 13 松原港を北方の大港として建造 01：頭版 。
19 11 15 市委副書記の王常松が末端組織を調査民生に注目 市の状況を 01：頭版 。

把握

20 2011 2 23 一本の橋六つの街道 04：文芸部刊。
21 9 7 科学的に発展 「ニイヒ」に希望を載せる 推進を強化松原には幸 01：頭版 。

福をー布委副書記王常松が新華網の生放送中に単独インタピュー

を受ける

22 9 11 谷志和が松原市に来訪する台北市福建省間安同郷会メンバーに面会 02：松原新開。
23 10 24 切実な願い 深情を込めて一全国政治協会会議副主席の李金華に 01：頭版 。

よる松顔市考察における記録

24 11 1 「東鎮」の源を遡り 幸福の都市をつくる 01：頭版 。
25 2012 6 13 松原の記櫨松原の輝き松原の者望展覧館に展郡する松原の 01：頭版 。

昔今そして将来 本紙ガイドが館内在案内

26 6 21 台湾商界代表の来訪 台湾・松原第 l回経済貿易交流会メデ、イ 01：頭版 。
アに登場

27 7 6 大きく強い文化を持つ松原の名刺を作る 01：譲版 。
28 11 7 松撤明珠が追い抜く 01：頭版 。
注 1)タイトlレは在芭が吉本語訳したものである。

注 2）頁数は、 F松原日報数字報』に記載される頁割りをそのまま使用した。


